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＜はじめに＞

覚せい剤乱用に関連した幻覚妄想などの精神病状態は、統合失調症と比較さ

れることが多く、古くからその異同が論じられてきた。また、病因が未確定な

統合失調症に対し、明らかに発症に覚せい剤が関与した、ヒトにおける貴重な

精神病モデルとしても、覚せい剤精神病は注目されてきた。一方、近年の検査

機器の性能や画像解析技術の向上により、本来は脳器質基盤を持たないはずの

統合失調症などの機能性精神疾患でも中側頭葉構造における微細な脳形態異常

が明らかになっている。しかし覚せい剤精神病の脳形態画像研究は少なく、覚

せい剤乱用患者の海馬体積減少や、精神刺激剤として共通するコカイン乱用患

者の扁桃体体積減少といった、欧米の先行研究がある程度である。本研究は、

覚せい剤精神病患者の海馬及び扁桃体体積を測定し、健常対照群と比較検討す

ることを目的とした。
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＜対象及び方法＞

東京都立松沢病院に通院、入院中の覚せい剤乱用患者及び、年齢、両親の

（ ）、被験者自身の などをマッチさせた健常対照者のうち、

書面で研究参加の意思が確認できた者、各 名を対象にした。 の テス

ラ 機器で撮像した 等方性ボクセルの 次元 強調画像を、画像解析ソフ

ト を用いて解析。用手的解析で、海馬及び扁桃体を定義し、灰白質体積

を測定した。統計解析の際には、個々の頭蓋内容積による体積の相対化を行っ

た。患者群では、 （ ）、

）、 （ ）などによる

精神症状及び依存度の評価、詳細な病歴と乱用歴の聴取を行った。

＜結果＞

健常者群に比較して、覚せい剤精神病患者群の両側海馬、扁桃体で灰白質の

体積減少が有意に見られた。また、体積減少は海馬よりも扁桃体において顕著

に見られた。健常者群に比べ、患者群の総灰白質、総白質、及び頭蓋内体積は

標準脳よりも有意に小さかったが、頭蓋内体積補正後も、患者群の内側側頭構

造における灰白質は健常群に比べ、統計学的に有意に体積減少が見られた。

＜考察＞

海馬における体積減少は、外因性精神病である覚せい剤精神病と内因性精神

病である統合失調症に共通するが、扁桃体における体積減少は覚せい剤精神病

に特異的であると思われる。
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